


気が付くと真っ白な部屋に立っていた。
まっすぐに伸びた通路のような部屋だ。
ぼんやりとした電灯が 1 つ。
突き当たりには巨大な扉。
それ以外は何もない。何の音もしない。
だが、誰かに見られている。視線を感じる。

突然、謎の声が頭の中に響いた。
「あなたは今、生死の境をさまよっています……」
聞いたことのない声だ。

私は死んだのか……？
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日は高校の卒業式。僕は卒業生代表として

答辞を読むことになっていた。しかし、突

然トイレに行きたくなり、式を抜けて校舎

へ向かう。用を足し、落ち着いたところで、

外からガタンという音が響いた。あわてて

ドアを開けようとすると開かない。完全に

閉じ込められてしまった！　このままでは

答辞に間に合わなくなってしまう！　早く

このトイレから脱出しなくては……！

今
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密室トイレ
からの脱出1

　まずい……！　トイレから出られない……！　いつの間にやら、トイレの

ドアに文字入力式の鍵がかかっている。ドアに貼られたメモによれば、どう

やら、謎解き部が顧問の先生のために仕掛けた謎が作動してしまったようだ。

答辞の時刻まであとわずか。何とかこの謎を解いて、急いで体育館に戻らな

くては……。

　僕は便座に座って、トイレの個室に用意された覗き穴に目を押し当てた。

薄暗いが、どうにか読み取ることができそうだ。僕は順番に覗き穴を確認し

てみることにした。
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